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 令和２年１０月１２日 定例教育委員会 会議録 

１ 開催日時及び場所 

   ・令和２年１０月１２日（月） 午前１０時３０分 ～ 午前１１時４０分 

   ・教育委員会室 

２ 出 席 者 

  教育長   安 福 正 寿 事務局職員 

  委 員   稲 本 正 副教育長         内 木   禎 

  委 員   野 原 正 美 教育次長         堀   貴 雄 

  委 員   森 口 祐 子 参与 1               坂 井 和 裕 

委 員   竹 中 裕 紀 義務教育総括監      古 田 秀 人 

  委 員   近 藤 恵 里 教育総務課長       松 本 順 志 

 教育管理課長       山 田 育 康 

 教職員課長        中 村 徹 平 

 特別支援教育課長     兒 玉 哲 也 

 教育総務課教育主管    高 橋 宗 彦 

 教育総務課教育主管    香 田 静 夫 

 教職員課教育主管     長谷川 広 和 

  

  

  

  

 

３ 議事日程等  

報第 1号、議第 1号について、非公開とすることを決定 

４ 会議録 

  令和２年９月１６日開催の定例教育委員会の会議録を承認 

５ 審議の概要 

別添のとおり 
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会     議     録 

発 言 者 発      言      内      容 

事務局報告（政策） 

（１）令和２年度第１回新子どもかがやきプラン推進委員会の報告について 

特 別 支 援

教 育 課 長 

新子どもかがやきプラン推進委員会は、プランに掲げた各施策の進捗状況の確認や課

題の検討を行うことを目的として、特別支援教育の専門家や保護者、教育・医療・福祉・

労働等の関係者から意見を伺うもの。 

今年度 1 回目となる委員会を、8 月に書面にて行った。 

今回は、今年度取り組んでいる重点施策や、特別支援学校における新型コロナウイル

ス感染症対策などを議題として、学校整備や ICT 活用、発達障がい支援など、様々な意

見をいただいたので、報告する。 

これらの意見を踏まえて、今後の取組をより一層充実させていきたいと考えている。 

稲 本 委 員 特別支援学校で新型コロナウイルスに感染した人はいたのか。 

特 別 支 援

教 育 課 長 

児童生徒や教員の家族で陽性となったものや PCR 検査を受検することになったもの
はいたが、児童生徒本人や教員本人に感染者はいない。 

事務局報告（その他） 

（１）令和２年第４回岐阜県議会定例会における審議結果について 

（２）岐阜県議会定例会教育警察委員会の概要について 

（３）岐阜県における全国レベルの表彰について 

（４）令和２年度教育委員行事予定について 

教 育 総 務

課 長 

初めに、第 4回岐阜県議会定例会における審議結果について報告する。予算議案につ

いては、熱交換型換気扇の整備に係る経費のほか、日帰り修学旅行に係る予算案が審議

された。その他、パーソナルコンピュータの取得は、いくつかに分けて提出した。これ

は、最終学年である 3年生には早期に整備されるよう、分割して発注したもの。いずれ

も承認され、3 年生は 12 月 10 日までに整備が完了し、1・2 年生には 1 月 29 日までに

整備が完了するよう計画している。これはビジョンで掲げた ICT 環境の整備目標を 3年

前倒して進めたことになる。 

一人一台端末の整備と同時に、学習支援ソフトを導入し活用していく。また活用に向

けて、教員向けの使い方に関する研修を実施する。ICT の活用方法は非常に広いので、

導入時点できちんと活用できるよう研修に取組み、その後も各教員が使い方を深めてい

くことになる。 

次に、岐阜県議会定例会教育警察委員会の概要について報告する。日帰り修学旅行支

援事業について多くご意見があった。 

全国レベル表彰については、スポーツ部門 12 件、その他文科系で 3 件受賞があった。 

今後の委員行事予定については、30 日に臨時教育委員会をお願いする。また、11 月

の定例教育委員会終了後、知事との総合教育会議を予定しているのでご予定をお願いす

る。 
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稲 本 委 員 ロードマップは非常にわかりやすい。全教員に行き渡っているか。 

教 育 総 務

課 長 

はい。 

稲 本 委 員 ICT 技術は非常に発達しており、様々な使用方法がある。便利である一方で危険な

こともある。差別やいじめの原因となりかねない情報が、生徒間で交換されてしまう

かもしれない。アプリを開発する側はより良いものを開発しようとするため、今後も

様々な情報が交換できるようになる。問題が起きないように、使う側が対応する必要

がある。 

森 口 委 員 若い年代の方が ICT 技術に柔軟に対応できる。今は、インターネットで調べれば情

報を得ることができるが、正しい情報を得るだけで満足してしまっていると思う。こ

れまでは、分からないことがあれば、会話の中で学びながら一つのことを導き出す面

白さや楽しさを得ていた。インターネットで調べて正しいと思われる情報を得たこ

とだけで満足し、コミュニケーションが減って行くのではと心配してしまう。 

また、教員と生徒の関係についても、どんどんインターネットで情報を得る生徒に

対しては、より良い導き方も問われ、改めて ICT 活用における教育現場のあり方を考

える必要がある。 

稲 本 委 員 今は小学生からでもコンピューター言語を覚えるようになっている。教員が生徒

に技術的に負けることはこれからもっと起きてくる。そのとき、教員が勝てること

は、年齢を重ねたことによる教養や、自然体験による経験である。 

議第１号 教職員の懲戒処分について（非公開案件） 

教職員の懲戒処分について諮り、可決された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

報第１号 市町村立学校管理職等の人事異動について（非公開案件） 

市町村立学校管理職等の人事異動について諮り、承認された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

閉会 

午前１１時４０分、閉会を宣言する。 


